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今
年
度
の
研
修
は
、
総
務
経
済
常

任
委
員
会
と
教
育
民
生
常
任
委
員
会

が
合
同
で
実
施
し
、
京
都
府
久
御
山

町
で
「
幼
保
小
中
一
貫
的
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
」、
大
阪
府
羽
曳
野
市

で
「
河
内
ワ
イ
ン
工
場
」
を
そ
れ
ぞ

れ
視
察
お
よ
び
研
修
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。　

　　
（
京
都
府
久
御
山
町
）

　

久
御
山
町
は
、
京
都
府
南
部
、
久

世
郡
に
位
置
す
る
町
で
京
都
市
、
宇

治
市
、
八
幡
市
、
城
陽
市
に
隣
接
し

て
お
り
、
人
口
は
約
１
万
６
６
０
０

人
と
豊
か
な
自
然
と
数
多
く
の
先
進

的
な
企
業
が
あ
り
、
主
と
し
て
金
属

加
工
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
、
食
品

製
造
な
ど
の
事
業
所
が
多
い
町
で
あ

り
ま
す
。

　

久
御
山
町
で
は
、
幼
・
保
・
小
・

中
一
貫
的
教
育
と
し
て
、
０
歳
か
ら

15
歳
ま
で
見
通
し
た
保
育
・
教
育
を

推
進
し
て
い
る
町
で
す
。

　

久
御
山
町
内
に
は
、
３
つ
の
小
学

校
が
あ
り
、
各
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
が

保
育
所
、
附
属
幼
稚
園
と
連
携
を
と

っ
て
お
り
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
を
一
貫
的
教
育
校
と

し
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
久
御
山
学
園

と
称
し
て
い
ま
す
。
久
御
山
町
を
一

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
捉
え
方

で
、「
人
生
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る

子
」（
自
立
・
展
望
・
挑
戦
・
共
生
）。

こ
れ
が
久
御
山
学
園
が
掲
げ
る
、
目

指
す
子
ど
も
像
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

取
り
組
み
方
は
、「
幼
保
連
携
」、

「
幼
保
小
連
携
」、「
小
１
ス
タ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
小
小
連
携
」、「
小

中
連
携
」
な
ど
と
い
っ
た
連
携
で
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
中
学
校

で
の
学
力
充
実
・
向
上
」、「
中
学
３

年
生
の
希
望
進
路
の
実
現
」
に
結
び

つ
き
、
幼
児
期
か
ら
の
教
育
に
力
を

入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

久
御
山
学
園
で
は
、
そ
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め

に
、「
た
て
の
接
続
」、「
よ
こ
の
連
携
」

と
い
っ
た
具
合
で
取
り
組
ん
で
お

り
、「
た
て
の
接
続
」
で
は
、
乳
幼

児
児
童
生
徒
は
、
現
在
の
各
校
園
所

に
在
籍
し
た
ま
ま
で
、
各
幼
保
小
中

学
校
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
15
年
間
を
通
し

て
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
個
性
や

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
の
で

き
る
き
め
細
か
な
一
貫
的
教
育
の
推

進
、「
よ
こ
の
連
携
」
で
は
、
各
校

園
所
が
家
庭･
地
域
と
力
を
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
関
わ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
（
久
御
山
学
園
連
携

図
参
照
）。

　
具
体
的
例
と
し
て
、
幼
保
連
携
は
、

月
に
二
度
、
４
歳
児
同
士
の
交
流
な

ど
を
行
っ
た
り
、
幼
保
小
連
携
で
は

「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
解
消
の
た
め

「
小
１
ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
こ
と
で
、
平
成
23
年
度
よ
り
入

学
当
初
の
１
年
生
の
生
活
リ
ズ
ム
に

配
慮
し
た
時
間
と
内
容
を
実
施
し
、

45
分
授
業
を
２
つ
の
教
科
な
ど
に
分

割
し
て
授
業
を
行
い
、
不
安
や
段
差

を
解
消
し
、
円
滑
に
幼
児
期
の
教
育

と
小
学
校
教
育
の
接
続
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
小
学
校
運
動
会
へ

の
参
加
、
学
習
発
表
会
に
参
加
な
ど

と
い
っ
た
こ
と
を
や
る
こ
と
で
、
小

学
校
へ
の
憧
れ
や
小
学
校
生
活
の
見

通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
幼

児
が
学
校
や
教
職
員
に
親
近
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

わ
が
鶴
田
町
で
も
、
こ
れ
か
ら
の

町
内
の
小
学
校
の
あ
り
方
も
念
頭
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
委
員
か
ら
は
、

幼
保
小
中
一
貫
的
教
育
で
中
一
ギ
ャ

ッ
プ
の
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
小
１
プ
ロ
ブ

レ
ム
に
対
し
て
の
対
応
な
ど
と
い
っ

た
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
久
御
山
町

か
ら
は
、「
地
域
に
小
学
校
は
３
つ

あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
は
同
じ
一
つ

の
中
学
校
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
中

学
校
の
授
業
体
験
と
い
う
こ
と
で
３

つ
の
小
学
校
が
中
学
校
の
先
生
よ
り

体
験
授
業
を
し
て
も
ら
っ
た
り
も
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
、
一
定
の
成
果
は
出

て
い
る
と
思
う
」
と
い
っ
た
こ
と
や
、

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
対
し
て
の
対
応

は
、「
小
学
校
に
入
学
し
た
て
の
こ

ろ
は
、
初
め
は
落
ち
着
か
な
く
、
授

業
時
間
立
っ
て
歩
く
な
ど
、
イ
ス
に

座
っ
て
机
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
な

く
、
45
分
間
持
た
な
い
の
で
、
45
分

授
業
を
、「
国
語
と
生
活
」、「
算
数

と
国
語
」
と
い
っ
た
よ
う
に
２
つ
の

教
科
に
分
割
し
て
行
う
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
集
中
し
て
授
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

（
大
阪
府
羽
曳
野
市
「
河
内
ワ
イ
ン
」）

　

続
い
て
視
察
を
し
た
「
河
内
ワ
イ

ン
」
は
、
大
阪
府
・
羽
曳
野
市
に
位

置
し
て
い
る
昭
和
９
年
の
創
業
の
老

舗
ワ
イ
ン
企
業
で
、
数
多
く
の
ワ
イ

ン
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る
大
阪
を

代
表
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
羽
曳
野
市
・

柏
原
市
一
帯
は
、
明
治
時
代
中
期
よ

り
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
か
つ

議会常任委員会視察研修

鶴
田
町
議
会
常
任
委
員
会

合
同
視
察
研
修
報
告

視
察
先　
京
都
府
久
御
山
町
、
大
阪
府
羽
曳
野
市

日
　
程　
平
成
26
年
８
月
25
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

参
加
者  【
総
務
経
済
】
一
戸
豊
、
太
田
良
一
、
神
秀
次
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
谷
正
則
、
下
山
勝
明
、
出
町
豊

      　

  【
教
育
民
生
】
澁
谷
光
正
、
小
関
優
、
花
田
正
逸
、

　
　
　
　
　

            

松
山
明
、
三
浦
勉
、
新
谷
賢
剛

 △久御山町役場にて研修
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議会常任委員会視察研修

て
は
食
用
と
し
て
の
需
要
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
そ
れ
を
創
業
者
の
金
洞

徳
一
氏
が
本
格
的
に
ワ
イ
ン
製
造
を

始
め
た
の
は
昭
和
９
年
。
室
戸
台
風

が
関
西
を
直
撃
し
た
年
で
し
た
。
台

風
に
よ
り
、
食
用
と
な
ら
な
く
な
っ

た
ブ
ド
ウ
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
農
業
振
興
策
と
し
て

ワ
イ
ン
造
り
を
提
案
し
、
逆
境
か
ら

新
た
な
道
を
切
り
開
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
な
お
、
現
在
で
も
こ
の
羽
曳
野
市
、

柏
原
市
地
域
一
帯
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア

や
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
生
産
地
と
し
て

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
視
察
で
は
、
醸

造
長
の
高
坂
拓
郎
氏
よ
り
製
造
工
程

の
説
明
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー(

熟
成
庫
）

で
は
、
ワ
イ
ン
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ

り
、
気
温
に
は
特
に
気
を
つ
け
、
樽

発
酵
は
特
に
難
し
く
温
度
管
理
は
年

間
を
通
じ
て
８
～
10
度
に
設
定
し
て

い
る
な
ど
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
ワ
イ
ン
製
造
で

使
う
デ
ラ
ウ
ェ
ア
や
ベ
リ
ー
Ａ
な
ど

の
ブ
ド
ウ
作
り
に
つ
い
て
も
詳
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
河
内
ワ
イ
ン
」
に
は
資
料
館
も

あ
り
、
レ
ト
ロ
な
農
機
具
や
酒
樽
、

創
業
当
時
か
ら
の
瓶
や
ラ
ベ
ル
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
時
代
背
景
を

感
じ
な
が
ら
、
河
内
ワ
イ
ン
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

販
売
直
営
店
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

ワ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
梅
酒
や
ブ
ド
ウ

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
販
売
・
試
飲
し
て

い
る
の
で
、
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ

て
も
ブ
ド
ウ
の
美
味
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

四
代
目
社
長
、
金
銅
重
行
氏
は
、

日
本
人
な
の
だ
か
ら
和
食
に
合
う
ワ

イ
ン
。「
ワ
イ
ン
と
は
、和
飲
で
あ
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
地
元
の
ブ

ド
ウ
農
家
、
醸
造
職
人
、
こ
こ
の
ワ

イ
ン
を
愛
す
る
方
々
、
こ
の
土
地
と

人
間
に
育
て
ら
れ
て
、
支
え
ら
れ
て
、

こ
こ
で
し
か
作
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
想
い
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
鶴
田
町
も
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
産
物
で
、

こ
こ
で
し
か
作
れ
な
い
も
の
を
考
え

て
い
く
こ
と
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

 △河内ワイン工場にて視察


